
中高齢者原発性高悪性度悪性骨腫瘍の治療成績に対する研究  

-骨軟部肉腫治療研究会（JMOG）多施設共同研究- 

 

１．研究の対象 

1995年以降に原発性悪性骨腫瘍と診断され、診断された時点での年齢が 40歳から 70歳

までで、初診時に転移がなく、手術による切除が可能であった患者さんを対象とします。

今回の研究対象の原発性悪性骨腫瘍というのは、腫瘍が骨そのものから出現し、腫瘍がい

わゆる悪性腫瘍つまり“がん”の仲間であるものを指します。ほかの臓器にできたがん細

胞が血流やリンパに乗って骨にやってきて骨に腫瘍を作る場合は転移性腫瘍となります。

転移性腫瘍は今回の研究の対象ではありません。 

 

２．研究目的・方法 

原発性悪性骨腫瘍は全悪性腫瘍の 0.5％とされるまれな病気です。その中で最も多いの

は骨肉腫で、多くは 10代に発生します。40歳以下の骨肉腫に対しては標準治療という、

効果のはっきりした治療法がありますが、40歳以上の患者さんに対する標準治療はありま

せん。骨肉腫以外の原発性悪性骨腫瘍は骨肉腫と同じ治療で治療されることが多いです

が、やはり標準治療はないのが現状です。我が国では少子高齢化が進んでおり、そのため

中高齢者の原発性悪性骨腫瘍の患者さんが増加しています。 

本研究の目的は、標準治療のない 40歳から 70歳までの原発性悪性骨腫瘍の患者さんに

対して行われた治療やその成績を調査することで、効果のある治療法を明らかにすること

です。 

方法：国立がん研究センター中央病院に集積されている、2008年から 2014年までの原

発性悪性骨腫瘍の患者さんの匿名化された診療情報を集計し、当センターを含む全国骨軟

部腫瘍治療研究会（JMOG）参加施設における症例の腫瘍学的成績について後方視的に解析

します。また、それ以前の症例に関しても、JMOG参加施設より情報を収集します。 

研究期間：10年間 

 

３． 研究に用いる試料・情報の種類 

試料：人体から得られる試料はありません 

情報：年齢、性別、発生部位、組織学的悪性度、腫瘍のサイズ、ステージ、主要臓器機能、

手術日、術式、追加手術、骨折の有無、実際に施行した治療内容、組織型、組織学的治療効

果、切除縁、患肢の状態、局所再発（元の腫瘍があった場所にまた生えてくること）、遠隔

転移（肺やリンパ節など元の腫瘍があった場所と離れたところに腫瘍が生えてくること）、

転帰（病気がない無病生存や再発や転移したものの生存している有病生存、腫瘍による死亡、

腫瘍と関係ない死亡後治療などのことです）、二次がん（治療に用いた化学療法や放射線療

法によりがんが新しくできること）の有無について調査します。 

 



４．外部への試料・情報の提供・公表 

症例リストを作成し、各施設で症例リストの個人を特定できる IDと氏名をコード化しま

す。コードと症例リストを連結する対応表は各施設において厳重に保管します。データセ

ンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。 

結果は、整形外科または腫瘍関連学会において発表し論文発表される予定です。公表につ

いては個人を特定できないような形でおこないます。個人の検査結果等に関する開示は行

わない予定です。診療情報の利用について希望されない場合は、その方のデータを本研究

から除外して研究を行います。 

 

５．研究組織 

【グループ研究代表者】 

    所属：骨軟部肉腫治療研究会（Japanese Musculoskeletal Oncology Group; JMOG） 

職名：代表幹事  

氏名：上田 孝文 

【研究代表者】 

所属：国立がん研究センター中央病院 骨軟部腫瘍・リハビリテーション科 

職名：科長 

氏名：川井 章 

【研究事務局】 

所属：岐阜大学医学部整形外科  

職名：講師 

氏名：永野 昭仁 

【参加施設】 

JMOG参加施設 

 

骨軟部肉腫治療研究会（Japanese Musculoskeletal Oncology Group: JMOG）について 

JMOG は、希少がんである骨・軟部肉腫の多施設共同研究推進・支援を目的とした活動を行

う NPO（特定非営利活動法人）です。本研究は JMOGの研究組織を用い、JMOGの定める諸規

約に従って行われます。当センターも参加しております。 

 

６．問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。 



この場合も患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

研究機関の名称： 自治医科大学さいたま医療センター総合医学 2整形外科 

当センター研究責任者：自治医科大学さいたま医療センター総合医学 2整形外科  

教授 秋山 達（電話 048-647-2111） 

問合せ窓口：自治医科大学さいたま医療センター総務課（電話 048-648-5225） 


